
 

 
 

１ 趣 旨 

全国の若者が、被爆地長崎を訪れ、長崎の大学生等と交流しながら、被爆の実相や平和の尊

さを学ぶことを通し、各自治体において平和活動に取り組んだり、核兵器廃絶に向けて行動で

きる人材を育成することにつなげます。 

２ 主 催 

   日本非核宣言自治体協議会（事務局：長崎市平和推進課） 

   日本の自治体のうち、非核宣言をしている自治体で構成され、現在全国 31３自治体が加

盟し、核兵器廃絶と恒久平和の実現を世界に呼びかけています。 

３ 募集要件 

（１）対 象 

 国内に在住する 18歳以上 30歳未満（10月31日現在、高校生は除く）で、原爆・戦

争体験の継承や平和の発信に向けて取り組む意欲のある方。 

 ※同時通訳がつく部分もありますが、交流等において英語力が必要となる場合があります。 

（２）人 数 

    10名程度（応募多数の場合は、選考及び抽選により決定します。） 

４ 事業内容 

（１）事前課題 

   参加決定者には、事前課題として、在住自治体の平和の取組みや資料館等について調べ

ていただきます。 

（２）長崎での研修 

    期 間     平成 27年 10月 31日（土）～11月２日（月） 

    行 程（予定） 詳細は参加者決定後、直接本人に連絡します。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10/31 

（土） 

15 時 長崎原爆資料館集合（長崎市平野町７番８号） 

●第 61回パグウォッシュ会議世界大会の傍聴 

●ヤングパグウォッシュ会議参加者、長崎大学核兵器廃絶研究センター 

 （ＲＥＣＮＡ）サポーターの大学生等との交流 

 

●討 議 

 ＜テーマ＞ 

「被爆地以外での戦争体験の継承や平和発信の取組みをよりよいもの

にするため、若者としてできること」 

    参加者が在住自治体の平和の取組み（事前課題）などを紹介し、 

   それぞれのよいところを出しあいながら、討議の成果物として、 

   自分たちが今後できる平和活動を提言します。 

 

●長崎原爆資料館見学、被爆建造物等のフィールドワーク 

 被爆体験講話の聴講、核兵器廃絶に関する講義 など 

11/１ 

（日） 

11/2 

（月） 

12 時頃 解 散 

日本非核宣言自治体協議会 被爆 70 周年事業 

 実施要領 
 



（３）研修成果 

 ・終了後、研修を通して学んだことをレポート（1,000 字以上）として事務局に提出してい

ただきます。レポートは終了後、報告書としてまとめ、本協議会の会員自治体等に送付し

たり、ホームページなどで公表します。 

   ・研修のなかで作成した提言などについては、在住自治体に報告していただきます。 

 

５ 参加経費等 

   次の内容に関する経費について、主催者（本協議会）が負担します。 

   ○在住自治体の代表駅（市役所・役場の最寄駅）から長崎市までの移動にかかる航空機・ 

    鉄道等の往復運賃 

    ・長崎市旅費規程に基づいたルートとし、交通機関の手配、予約は主催者が委託する旅行 

     代理店が行います。 

   ○宿泊施設の宿泊（２泊）料金 

    ・宿泊施設は主催者が手配します。 

    ・在住自治体から公共交通機関を利用し、10月 31日（土）の15時までに長崎に到着 

     できない場合に限り、30日（金）に移動することとし、30日（金）の宿泊料金を負 

     担します。 

    ・10/31（土）の夕食から 11/2（月）の朝食までの食事代（11/１の夕食を除く） 

   ※上記以外の個人的な費用等は負担しません。 

    行事参加期間中は、本協議会において国内旅行損害保険に加入します。 

６ 応募方法 

 （１）電子メールに次の必要事項を書いて送信してください。（１人につき１通のみ有効） 

    メールで送信できない場合に限り、封書により郵送ください。 

 

 

 

 

 

 （２）応募締切日 平成 27年９月 18日（金）（必着） 

 

７ 注意事項等 

 （１）収集した個人情報は、本事業の実施に必要な場合のみ使用し、本事業以外の目的に 

    は使用しません。 

 （２）本協議会が発行する報告書やマスコミ関係者からの取材等により、参加者の氏名や 

    写真が公表されることがあります。 

 （３）在住自治体において、首長への報告や広報紙の取材等が行われる場合があります。 

  （４）応募者多数の場合は抽選を行い、当選者発表は電話等で当選者のみに通知します。 

  （５）応募については、全行程を通して参加できることを条件とし、プログラム時間中（見 

    学、講義、討議等）の個別行動はできません。  

 （６）未成年の場合、保護者の承諾をとってから応募してください。 

○ 氏名（ふりがな）、性別、生年月日、住所 

○ 職業（勤務先）（社会人の場合） ・ 学校名、学年（学生の場合） 

○ 電話番号（昼間連絡のつくもの） 

○ 戦争体験の継承や平和の発信に向けて取り組みたいこと（100字以上） 

申込・お問いあわせ 

 日本非核宣言自治体協議会事務局（長崎市平和推進課内）担当：藤田、伊福 

  〒852-8117 長崎市平野町７番８号 長崎原爆資料館 

  電話番号  095-844-9923（直通） ファックス 095-846-5170 

  電子メール      info@nucfreejapan.com 

  ホームページアドレス http://www.nucfreejapan.com 

  Facebook         https://www.facebook.com/nucfree 

 


